
川崎市里親養育援助事業実施要綱 

 

平成２９年４月１日２９川ここ福第１５６号（市長決裁） 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、里親支援事業実施要綱（平成 29 年 3 月 31 日付け雇児発 0331 第 44

号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）の規定に基づき、里親及び里親型児童ファ

ミリーグループホーム（以下「ファミリーホーム」という。）への支援の充実を図るため

に実施する里親養育援助事業（以下「養育援助事業」という。）について必要な事項を定

めることを目的とする。 

 

（実施機関） 

第２条 養育援助事業の実施機関は、川崎市南部児童相談所、中部児童相談所および北部

児童相談所（以下「市内児童相談所」という。）とする。 

 

（事業内容） 

第３条 市内児童相談所の所長（以下「児童相談所長」という。）は、第９条に規定する

生活援助及び相談援助を必要とする里親及びファミリーホーム（以下「利用者」という。）

に対し、次の各号に掲げる要件のいずれかを満たす満２５歳以上満６５歳以下の者であ

って、援助者登録簿（第１号様式）に登録されたもの（以下「援助者」という。）を派遣

するものとする。ただし、児童相談所長が必要と認めた場合に限り、満６５歳を超えた

者を援助者とすることができる。 

（１）保育士の資格を有する者 

（２）学校教育法（昭和２２年法律第２６号）の規定による大学において、心理学を専修

する学科又はこれに相当する課程を修めて、学士を称するものを得た者 

（３）その他児童相談所長が第１号及び第２号に定める者と同等以上の能力を有すると認

める者 

２ 前項の規定にかかわらず、利用者に対し、里親養育に関する知識と経験をもつ満２０

歳以上の者で、児童相談所長の指定する研修を修了し、児童相談所長が適当と認めた者

を援助者として派遣することができる。 

 



（事業実施） 

第４条 養育援助事業は、児童相談所（他都市が設置するものを含む。以下同じ。）が委託

した児童（以下「委託児童」という。）を現に養育している川崎市内に住所を有する里親

（里親の種別は問わない。以下同じ。）又はファミリーホーム（川崎市が指定したものに

限る。）が次の各号のいずれかに該当する場合に、実施するものとする。ただし、近隣の

他の市町村に住所を有する川崎市登録里親であっても、援助者の派遣が可能であると児

童相談所長が認めた場合には、養育援助事業を実施することができる。 

（１）新規に児童の委託を受けた場合（当該児童の委託開始から６月間に限る。） 

（２）４人以上の委託児童を養育する場合 

（３）里親が援助の必要がある児童及び障害を持つ児童を養育している場合で、安全管理

上、援助者を派遣することが必要であると認められる場合 

（４）里親自身のけが、病気、育児不安等の理由で家事又は育児の援助が必要であると認

められる場合 

（５）実子又は委託児童の学校行事への参加、児童相談所への通所、委託児童と実親との

面会への付き添いその他実子を含めた児童に係る行事等がある場合 

（６）その他児童相談所長が援助の必要性を認めた場合 

２ 養育援助事業の実施に係る援助者の派遣時間は１日当たり５時間を限度とし、１月あ

たりの当該派遣時間は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。 

（１）前項第１号又は第２号に該当する場合 ３０時間 

（２）前項第３号、第４号、第５号又は第６号に該当する場合 １０時間 

（３）前号の場合であって、委託児童の福祉に著しい支障があると児童相談所長が認める

場合 ３０時間 

３ 月の途中で児童の委託が解除になること等の理由により第１項第１号又は第２号に該

当しなくなった場合の前項に定める１月当たり派遣時間は、同一月内に限り、同項第１

号に定めるとおりとする。 

４ 援助者が利用者と同居の親族である場合は、当該利用者に対して当該援助者を派遣す

ることはできない。 

 

 （費用負担） 

第５条 こども未来局児童家庭支援・虐待対策室児童福祉担当は、第１０条第２項の規定

に基づき、援助者に対し、派遣１時間につき１，０００円の謝礼を支払うものとする。



ただし、派遣時間が１時間に満たない場合には、３０分未満は切り捨て、３０分以上１

時間未満は切り上げる。 

２ 派遣に必要な交通費等の実費は利用者が負担するものとする。 

３ 第４条第２項及び第３項に定める日数及び時間を超えて援助者を派遣することについ

てはこれを妨げない。ただし、超過した日数及び時間分の援助者への謝礼は、利用者が

負担するものとする。 

 

（援助者の登録等） 

第６条 援助者になることを希望する者は、援助者登録申込書（第２号様式）を児童相談

所長へ提出するものとする。 

２ 児童相談所長は、援助者登録申込書を受理したときは、第３条の規定に基づき、援助

者に登録し又は登録しないことを決定し、申込者宛て援助者登録決定通知書（第３号様

式）を送付するものとする。 

３ 援助者は、登録を辞退する場合には、援助者登録辞退届（第４号様式）を児童相談所

長に提出するものとする。 

４ 児童相談所長は、援助者登録辞退届を受理したときは、当該援助者を援助者登録簿か

ら抹消するものとする。 

 

（援助者の責務） 

第７条 援助者は、利用者へ援助を行うにあたり、当該家庭の生活習慣を尊重しなければ

ならない。 

２ 援助者は、業務上知り得た秘密を漏らしてはならない。 

 

（援助申請等） 

第８条 利用者は、援助の必要が生じた場合は、養育援助申請書（第５号様式）により援

助を要する日から起算して７日前までに児童相談所長宛て申請を行う。ただし、緊急を

要する事情がある場合であって、児童相談所長が認めるときは、この限りではない。 

２ 児童相談所長は、第４条の規定に基づき、利用者及び委託児童の状況、居住する地域

等を勘案し、派遣する援助者を決定するものとする。 

３ 援助期間、内容等については、市内児童相談所長が利用者及び援助者と調整の上決定

し、援助者派遣決定通知書（第６号様式）により利用者に通知し、援助者派遣決定通知



書（第６号の２様式）により援助者に通知するものとする。 

４ 児童相談所長は、援助者の活動を把握するため、援助者活動実績記録簿（第７号様式）

を備えるものとする。 

 

（援助内容） 

第９条 援助者は、利用者の申請に基づき、生活援助及び相談援助を行うものとする。 

２ 前項に定める生活援助の内容は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１）食事の支度 

（２）衣類の洗濯 

（３）住居の掃除 

（４）生活必需品の買い物 

（５）委託児童の生活補助及び付き添い（買い物や通院等による外出を含む。） 

（６）関係機関との連絡 

（７）その他利用者が必要と認める家事援助 

３ 第１項に定める相談援助は、援助者が、利用者が行う養育に関する軽易な相談を行う

ものとし、継続して相談援助を行う場合には、利用者は、児童相談所長から必要な助言

を受けることとする。 

 

（報告） 

第１０条 援助者は、援助を行った日ごとに養育援助実施報告書（第８号様式）に必要事

項を記入の上、当該援助を行った日の属する月の翌月７日までに児童相談所長宛て報告

しなければならない。 

２ 児童相談所長は、援助者から報告のあった養育援助実施報告書の内容を確認し、援助

者が援助を行った日の属する月の翌月末日までに、こども未来局児童家庭支援・虐待対

策室児童福祉担当課長宛て報告するものとする。 

 

（登録期間と登録更新の要件） 

第１１条 援助者登録の有効期間は、登録の日から５年間とする。ただし、満６５歳を超

えて援助者として登録されている者の援助者登録の有効期間は、登録の日から１年間と

する。 

２ 登録期間満了後も援助者としての活動を希望する者は、児童相談所長の指定する研修



に参加し、これを修了しなければならない。 

３ 児童相談所長は、前項の研修を修了した者を援助者として再度登録することができる。

この場合において、児童相談所長は、当初の申込み時の内容及び現在の状況を比較し、

必要に応じて調査の上、登録について判断するものとする。 

 

（身分証明書） 

第１２条 児童相談所長は、援助者が身分を明確にし、職務の適正な執行を図るため、援

助者の登録決定にあたり身分証明書（第９号様式）を発行するものとする。 

２ 援助者は、身分証明書を常に携帯し、必要がある場合は提示しなければならない。 

３ 援助者は、身分証明書を他人に貸与又は譲渡してはならない。 

４ 援助者は、次条に定める事由により援助者の身分を失った場合は、身分証明書をすみ

やかに児童相談所へ返還しなければならない。 

 

（取消し） 

第１３条 児童相談所長は、援助者が次の各号に掲げる事由に該当する場合は、援助者の

登録を取り消すことができる。 

（１）児童相談所長の指定する必要な研修を受けなかったとき。 

（２）援助をするに際し交付した援助者派遣決定通知書に記載された児童相談所の指示事

項に反したとき。 

（３）第７条第１項又は第２項に規定する事項に反したとき。 

（４）利用者及び委託児童に不利益を及ぼしたとき。 

（５）第６条第３項に定める援助者登録辞退届の提出があったとき。 

（６）その他養育援助事業の趣旨に反したとき。 

 

（情報提供） 

第１４条 利用者は援助者に対し援助に必要な範囲で、委託児童の生活習慣や学校での様子

等の、援助者に情報を提供するよう努めるものとする。 

 

（その他） 

第１５条 この要綱に定めるもののほか、この事業の実施に関し必要な事項は、こども未

来局長が別に定めるものとする。 



附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

 （関係要綱の廃止） 

２ 川崎市里親養育援助事業実施要綱（２０川市こ福第４８６号こども本部長専決）は、

廃止する。 

 

附 則 

 この要綱は、令和５年４月１日から施行し、令和５年４月１日から適用する。 

 

附 則 

 この要綱は、令和６年８月６日から施行し、令和６年４月１日から適用する。 

 

 



第１号様式

登録番号 氏名 年齢 住所 電話番号 登録年月日 活動希望曜日・時間等 備考

援助者登録簿

　　　　　　　　　　区



第２号様式

　　　　年　　　　月　　　　日

（宛先）川崎市     児童相談所長　様

申込者氏名

　私は、川崎市里親養育援助事業実施要綱第３条に定める援助者に登録したいので申し込みます。

援助者登録申込書

〒

住所

連絡先

援助者派遣の決定にあたり、申込者の「氏名」及び「連絡先」を派遣先の里親又はファミリー
ホーム実施者へ通知することに同意しますか。

電話（　　　）　　　－　　　FAX（　　　　）　　　－　　　

　　　　　 年　　　月　　　日生（　　　　歳）生年月日

志望理由

同意します　・　同意しません

※要綱第３条第１項第１号又は第２号に該当する場合は、資格証明書の写しを添付してくださ
い。

活動希望曜日・
時間帯等

備考
（資格・特技等）



【登録内容】

　　　　　　年　　　月　　　日付で申込みのあった援助者の登録について、下記の通り決定し
たので、通知します。

氏名

申請日

登録日

登録期間

援助者に登録　する　・　しない

登録番号

　　　　　年　　　月　　　日
～　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　様

年　　　月　　　日　

第３号様式

川崎市      児童相談所長　　　

援助者登録決定通知書

川　　第　　　号　



電話（　　　）　　　－　　　　　

第４号様式

〒

住所

連絡先

援助者登録辞退届

【辞退理由】

　　年　　月　　日

（宛先）川崎市       児童相談所長　様

申請者氏名　　　　　　　　　　　　　

　私は、次の理由により援助者の登録を辞退します。

登録番号



第５号様式

【援助希望内容】
① 月 日 時 分～ 時 分
② 月 日 時 分～ 時 分
③ 月 日 時 分～ 時 分
④ 月 日 時 分～ 時 分
⑤ 月 日 時 分～ 時 分
⑥ 月 日 時 分～ 時 分
⑦ 月 日 時 分～ 時 分

（合計 時間）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□生活援助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□相談援助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

食事の介助（　要　・　不要　）食物アレルギー（　無・　有（　　　　  ））
食事（　ミルク　・　離乳食（　　回）　・　普通食　）
おむつ使用（　要　・　不要　）排泄の介助（　要　・　不要　）
入浴介助（　要　・　不要　） 着脱衣介助（　要　・　不要　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

緊急連絡先

その他

年　　　月　　　日

申請者氏名

　以下の理由により養育援助を受けたいので、川崎市里親養育援助事業実施要綱第８条第１項の規
定により、次のとおり養育援助事業を申請します。

児童相談所長が派遣を決定した援助者に対し、本申請書に記載の事項を通知することに同意します
か。

同意します　・　同意しません

　（宛先）川崎市      児童相談所長　様

希望する援助
内容

最近の児童の
状況

基本的
生活習慣

養育援助申請書

養育援助
希望期間

援助を必要と
する理由（具
体的に)



第６号様式

【決定内容】

連絡先

① 月 日 時 分～ 時 分

② 月 日 時 分～ 時 分

③ 月 日 時 分～ 時 分

④ 月 日 時 分～ 時 分

⑤ 月 日 時 分～ 時 分

⑥ 月 日 時 分～ 時 分

⑦ 月 日 時 分～ 時 分

（合計 時間）

□生活援助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□相談援助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

費用負担

川崎市      児童相談所長　　　　

　　　　　　　　様

 年　　月　　日

　　　年　　月　　日付で申請のありました援助者の派遣について、次のとおり決定します。

援助者派遣決定通知書

派遣援助者
氏名

主たる
援助内容

※川崎市里親養育援助事業実施要綱第４条に定める派遣時間を超過した場合、超過時間分の援助者に対す
る派遣手当については、利用者負担になります。

□川崎市（内訳：　　時間)

□援助者負担（内訳：　　時間)

派遣日時

要綱第４条に
規定する養育
援助要件の該
当項目

電話（　　　）　　　－　　　　

月間利用
上限時間数



【決定内容】

派遣先里親名

〒

緊急連絡先

派遣日時 ① 月 日 時 分 時 分

② 月 日 時 分 時 分

③ 月 日 時 分 時 分

④ 月 日 時 分 時 分

⑤ 月 日 時 分 時 分

⑥ 月 日 時 分 時 分

⑦ 月 日 時 分 時 分

（合計 時間）

□生活援助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□相談援助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

食事の介助（　要　・　不要　） 食物アレルギー（　無　・有（　　　　　　  ））

食事（　ミルク　・　離乳食（　　回）　・　普通食　）

おむつ使用（　要　・　不要　） 排泄の介助（　要　・　不要　）

入浴介助（　要　・　不要　） 着脱衣介助（　要　・　不要　）

その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

費用負担

※川崎市里親養育援助事業実施要綱第７条第１項及び第２項に定める援助者の責務について遵守すること。
※同要綱第１２条に定める援助者身分証明書を常に携帯し、必要がある場合は利用者に提示すること。

電話（　　　）　　　－　　　　

※川崎市里親養育援助事業実施要綱第４条に定める派遣時間を超過した場合、超過時間分の援助者
に対する派遣手当については、利用者負担になります。

□川崎市（内訳：　　時間)

□援助者負担（内訳：　　時間)

希望する援助
内容

基本的
生活習慣

第６号の２様式

年　　月　　日　

　　　　　　　　　様

川崎市      児童相談所長　　　　　

援助者派遣決定通知書

　援助者の派遣について、次のとおり決定します。

派遣先
住所



第７号様式

※

※年月日は援助者が提出する日を記入してください。

　　　年　　　月分

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

日付 曜日
援助提供時間

援助内容 備考

開始時間 終了時間 算定時間数

派遣先里親名
住所 〒

年　　　　月　　　　日

援助者氏名
住所

〒

援助者活動実績記録簿

電話番号 　　　　　　（　　　　）　　　　　　－

電話番号 　　　　　　（　　　　）　　　　　　－

派遣先里親名
住所

〒

電話番号 　　　　　　（　　　　）　　　　　　－



第８号様式

援助者氏名

派遣先里親・ＦＨ名 里親・ホーム

□川崎市

□養育援助申請者

□川崎市

□養育援助申請者

□川崎市

□養育援助申請者

□川崎市

□養育援助申請者

□川崎市

□養育援助申請者

□川崎市

□養育援助申請者

□川崎市

□養育援助申請者

□川崎市

□養育援助申請者

□川崎市

□養育援助申請者

□川崎市

□養育援助申請者

□川崎市

□養育援助申請者

      児童相談所記入欄
日付 曜日

開始時間 開始時間 実施
時間終了時間 終了時間

養育援助実施報告書

派遣先里親申請内容
実施の
有無

実施
時間

変更事項

援助内容 援助記録 費用負担 備考
派遣先
確認印

　：　から 　：　から

　：　まで 　：　まで

　：　から 　：　から

　：　まで 　：　まで

　：　から 　：　から

　：　まで 　：　まで

　：　から 　：　から

　：　まで 　：　まで

　：　から 　：　から

　：　まで 　：　まで

　：　から 　：　から

　：　まで 　：　まで

　：　から 　：　から

　：　まで 　：　まで

　：　から 　：　から

　：　まで 　：　まで

　：　から 　：　から

　：　まで 　：　まで

　：　から 　：　から

　：　まで 　：　まで

　：　から 　：　から

　：　まで 　：　まで



第９号様式 
（表） 

 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
 
 
 
 
 
 

（裏） 
 
 

身 分 証 明 書 

川崎市証明   第  号 

氏名           （    年  月  日生） 

上記の者は川崎市里親養育援助事業実施要綱第３条に定

める援助者であることを証明する。 

発行     年  月  日 

有効期限   年  月  日  

 
川崎市児童相談所所長   印 

注  意 

１ 本書は常に携帯し、必要がある場合は提示しなければならない。 

２ 本書は、他人に貸与又は譲渡してはならない。 

３ 本書を紛失したときは、速やかにこども家庭センター所長に届

出なければならない。 

４ 身分を失ったときは、速やかに返還しなければならない。 

５ 有効期間は５年とする。ただし、満６５歳を超えている援助者

の有効期間は１年とする。 

 


